
















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































https://www.nier.go.jp/16chousa/16chousa.htm 及 び https://www.nier.
go.jp/17chousa/17chousa.htm
（9） 前掲『小学校学習指導要領（平成29年告示）』p.179 ;文部科学省『中学
校学習指導要領（平成29年告示）』p.159
（10） 前掲『高等学校学習指導要領（平成30年告示）』p.475
（11） 文部省『学習指導要領一般編（試案）』1947年、第四章の「一　学習指導
は何を目指すか」より引用。「学習指導要領データベース」https://www.
nier.go.jp/guideline/
（12） 同前、第四章の「三　具体的な指導法はどうして組み立てるべきか」の「（一）
児童や青年の自発活動を考える」より引用。「学習指導要領データベース」
https://www.nier.go.jp/guideline/
（13） 佐藤学「戦後の教育課程における総合学習」日本教育方法学会編『学級
教授論と総合学習の探究』明治図書、1983年、pp.123-124
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（14） 同前、pp.127-128
（15） 柴田義松『学び方学習の基礎・基本と総合的学習』明治図書、1998年、p.
69
（16） 吉和中事件M助教諭の指導の実際については伝えるものによって多少の
違いがあるが、本稿が論じる範囲では違いは問題にならない。ここでは、
大田堯「同和教育ということ」1952年（『大田堯自撰集成 4』藤原書店、
2014年、pp.214-215）をもとに概略を説明した。
（17） 前掲『中学校学習指導要領（平成29年告示）』、p.159
（18） 「自由研究」は1947年「学習指導要領一般編（試案）」に置かれた教科で、
その内容は後の特別活動や発展学習の性格をもつものだった。丸木は、
この時間を使って、「太平洋戦争」「栄養と健康」「水害と市政」など次々に、
後の言葉で言う総合学習の実践を創っていった。
（19） 丸木正臣「私の体験した総合学習」梅根悟・海老原治善・丸木正臣編『総
合学習の研究』勁草書房、1977年、p.141
（20） 前掲「同和教育ということ」、pp.216-217
（21） 同前、p.217
（22） 前掲『中学校学習指導要領（平成29年告示）解説　総合的な学習の時間編』、
p.115。前掲『高等学校学習指導要領（平成30年告示）解説　総合的な探
究の時間編』p.129
（23） 教育制度検討委員会梅根悟編『日本の教育改革を求めて』勁草書房、
1974年、p.125
（24） 日本教職員組合編『教育課程改革試案』一ツ橋書房、1976年、p.19
（25） 同前、p.243
（26） 和爾貴美子『学級を変えた奇形ガエル』国土社、1978年
（27） 海老原治善「現代学校の教育内容改革と総合学習の意義」梅根悟・海老
原治善・丸木正臣編『総合学習の研究』勁草書房、1977年、p.56
（28） 前掲『教育課程改革試案』p.243
（29） 前掲『中学校学習指導要領（平成29年告示）解説　総合的な学習の時間編』
pp.109-119。前掲『高等学校学習指導要領（平成30年告示）解説　総合
的な探究の時間編』pp.123-132
（30） 財団法人日本青少年研究所「中学生・高校生の生活と意識―日本・アメ
リカ・中国・韓国の比較―」2009年 2 月　http://www1.odn.ne.jp/youth-
study/research/2009/gaiyo.pdf
（31） 日本財団「18歳意識調査―第20回社会や国に対する意識調査―」2019年
11月30日。https://www.nipponfoundation.or.jp/what/projects/eighteen_
survey
（32） 河野哲也が「現代社会における道徳教育とは、リベラルな民主主義社会
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を維持し、発展させる働きを担う主権者を育成することに他ならない」
と述べているのが参考になるが、これは総合学習に主権者としての立場
の自覚を求める本稿の立場と重なる。（河野哲也『道徳を問いなおすリ
ベラリズムと教育のゆくえ』筑摩書房、2011年、p.13）
（33） 文部科学省「教育基本法改正に関する国会審議における主な答弁」
https://www.mext.go.jp/b_menu/kihon/discussion/07011611.pdf
（34） 文部科学省『中学校学習指導要領解説特別活動編』東山書房、2018年、p.92
（35） 同前、p.93
（36） ルソー、J-J.著今野一雄訳『エミール』下、岩波書店、1964年、p.232
（37） ルソー、J-J.著中山元訳『社会契約論／ジュネーヴ草稿』光文社、2008年、
p.41
（38） 前掲『エミール』下、p.236
（39） 前掲『社会契約論／ジュネーヴ草稿』、pp.45-46
（40） 前掲『エミール』下、p.238
（41） 前掲『エミール』中、p.33
（42） 北山貞夫・矢野洋編著『松原の解放教育』解放出版社、1990年、p.108
（43） 松原高校教諭であった易寿也によると、松原高校は、創設以来の解放教
育の精神を受けつぎながら、総合学科となったことを契機に、「選択する
力は生きぬく力」「社会のネットワークの中で育つ」「参加・体験型の授
業で新しい“学び”の提案」「多様性の交流する舞台に」の 4 つを実践
の柱に掲げ、「総合的な学び」を展開した。（菊地栄治編『進化する高校　
深化する学び　総合的な知を育む松高の実践』学事出版、2000年、pp.
36-38）
（44） 木村悠「松高版「子ども食堂」の取り組み－「産社」の授業をきっかけに」
志水宏吉・島善信編著『未来を創る人権教育　大阪・松原発　学校と地
域をつなぐ実践』明石書店、2019年、pp.108-121。なお、子ども食堂の
実践に関わって本節で引用される記述はすべてここからの引用である。
（45） 前掲『高等学校学習指導要領（平成30年告示）解説　総合的な探究の時
間編』pp.123-132
（46） 前掲『高等学校学習指導要領（平成30年告示）』、p.475
（47） 集団は単なる群れではないとして集団主義教育の実践理論を主導したマ
カレンコは、全生研の集団主義教育「班・核・討議づくり」にその影響
を見ることができるが、解放教育の「集団」は性格を異にする。ちなみ
に、解放教育論者の中に第二のマカレンコともいわれたスホムリンスキー
に学ぶ者たちがいたが（杉山明夫など）、スホムリンスキーの集団主義は、
まさに集団の形やしくみよりも個人の精神世界を理解し合い共感し合う
ことに根本を置いている。
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（48） 帚木蓬生『ネガティブ・ケイパビリティ答えの出ない事態に耐える力』
朝日新聞出版、2017年
（49） 八十島妙「東日本大震災と福島第一原発事故　生徒たちは授業を通じて、
どのように現実をうけとめ成長してきているのか」『日教組第61次教育
研究全国集会報告書』第21分科会（カリキュラムづくりと評価）、2012年、
pp.157-168。本節で引用される記述はすべてここからの引用である。

